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		クレジットカード現金化には裏ワザはあるのか？

	

	
		クレジットカード現金化には、業者を通してする方法と自分ですべて行う方法があります。

クレジットカード現金化 裏ワザにはお得な方法などがありますが、具体的にはどのような方法になるのでしょうか。

少しでも換金率を上げたい人にとって、知っておきたい方法です。

ショッピング枠で購入した商品を返品する

自分でおこなうクレジットカード現金化の裏技として、カードのショッピング枠で購入した商品を返品するという方法があります。

自分が現金化したい金額の商品を店頭で探して、それをカードのショッピング枠で購入します。

そのあとで、不要のため現品依頼をするものです。

この方法は誰でも100%の換金率を実現しますが、あまり現実的ではありません。

お店にとっては購入返品の処理の無駄になり、迷惑行為に過ぎないからです。

また事前に、カードのショッピング枠で購入した商品の代金が、カード内の明細の処理に終わらず、手元に現金として戻ってくるか確かめる必要があります。

手元に現金が戻ってこなければ、明細上の処理のみで終わってしまいます。

しかしながら、どうしてもお金が欲しくて困っていて換金率も落としたくない場合、一度や二度くらいでしたら使うことができる方法です。

何度も同じ店で繰り返し行うようなことは、避けなければなりません。

食事会での支払いをカードで行いその場で現金の割り勘してもらう

どうしても高い換金率で現金化したい場合、友人の手を借りるという方法もあります。

自分主催で食事会や飲み会をおこない、その支払いをカードでおこないます。

飲食代はその場で割り勘してもらえば、自分の分を差し引いた分の現金が手に入ることになります。

この方法は、現金化したい金額が大きい場合、その分飲食代の合計金額が大きくなるため友人の負担になりやすいです。

少額での現金化なら対応しやすいかもしれません。

また友人が少なかったり集められるメンバーが少ないようですと、食事会自体が開催できないため、難しくなります。

集める友人もお金に困っているようなタイプですと、その場でもらえる割り勘の金額は減ってしまいます。

しかしながら、友人にお金を借りることを言いだせない場合や、身近にいる人を頼りたい時は、使いやすい方法です。

交友関係が広く、外食などが多いタイプの人は現金化しやすくなります。

プレミア商品や換金率の高い商品を調べてそれを売る

クレジットカード現金化は、業者を通して行う方法と、自分で行う方法がありますが、業者を通すとどうしても業者側に手数料を支払う必要が出てきます。

そのため100％以上の換金率は、望めないことになります。

100%以上の換金率を狙いたい時は、まず自分でクレジットカード現金化をすることを考えることです。

そして、購入する商品を換金率がなるべく高いものを選びます。

よく換金する商品として選ばれているのが、電子ギフト券などの現金に近いもの、安定した需要のある新幹線のチケットなどになりますが、これ以上の換金率が高いものを選ばないといけません。

そのためには、まず自分で換金したときに高く売れるものを調べる必要があります。

コレクターが多いブランド品、オタクが集めているアニメのおもちゃやカード、アイドルや芸能人のグッズなど、買ったときの値段より高く売れるものが存在します。

自分で調べたり目利きも必要ですが、100%以上の換金率の商品を選べば、お得に現金化できることになります。

ただし、商品の選定はとても重要になり、希望の商品を見つけること自体難しいです。

また、その商品が必ずしも売れる保証もなく、時間と手間ばかりかかって、現金化がうまくいかないこともあります。

時間があって、商品の選定に自信がある人にとっては向いている方法かもしれません。

いきなり始めるには難しい部分もあります。

オークションやフリマアプリを使って商品を希望の値段まで売らない

自分で行うクレジットカード現金化は、商品の選定から買取りまでをすべて自分で行います。

商品の選定も換金率を高くしたいなら非常に重要なポイントとなりますが、ショッピング枠で購入した商品を売ること自体もとても重要な部分です。

せっかくうまく商品を購入することができても、売ることに失敗してしまうと、換金率が低くなってしまうからです。

ですから、買取してもらう時も業者を使うのはやめて、自分で直接お客様になる人に売ります。

その手段として利用できるのがオークションやフリマアプリです。

売りたい価格の最低値がありそれで売ってもよいと考えるなら、即決価格でその値段を提示します。

その価格ならお客様は買いたいと思っているため、うまくいけば買取までが速くなり、現金が手に入りやすいです。

即決価格で売らないでもっと価格を上げていきたいなら、オークションシステムを使って値段も上げていくことができます。

この場合商品を買いたい人同士が価格を争って値段が跳ね上がることがあったり、思ってもない高値で売れてくれることがあります。

しかしながら、必ずしも商品をが売れる可能性がない危険がともないます。

自分で商品を売るには出店までの手間や、売れるまで様子を見るしかありません。

場合によってはうまくいくこともありますが、うまくいかなければ高額の商品だけ購入して最悪商品が売れず現金化できないことになります。

ですから、必ず売れるような値段の境目を見抜き、その価格で売れるまで待つことができれば、うまくいきやすいかもしれません。

時間があれば希望の価格にならない場合、出店を取り下げることもできます。

キャンペーンやお得な情報を見逃さず時期を調整する

業者を通したクレジットカード現金化の裏ワザとして、業者側の情報をうまくつかむということが挙げられます。

公式LINE、インスタ、ツイッターなど企業アカウントで情報を流しやすくなっている状態です。

できれば公式SNSとお友達になり、いち早く情報をつかむことで、お得に現金化できるようになります。

しばらく様子を見ていると、定期的にキャンペーンをしている様子や、換金率アップの情報が流れてきます。

その時期を見逃さないことです。

いそいで現金化したい場合は難しくなってきますが、時間がある場合、その業者で一番高い換金率の時期を様子を見ていくことはできます。

同じ業者でも時期の違いで数%の違いが、数万円の違いになるため、もったいないといわざるを負えません。

現金化したい業者を決めたのなら、公式のリアルタイムの情報をいち早くつかんで、よりお得に現金化することが裏ワザにつながってきます。

ですからキャンペーンやプレゼントなど多くおこなっている業者を探すと、よりお得に現金化できることになってきます。

初回の換金率が高いところを選んで業者を変えていく

業者を通したクレジットカード現金化をするとき、初回のみ換金率を優遇しているところがあります。

これは、初回でお客様をつかんでそのあともリピーターになってもらうためのサービスです。

クレジットカード現金化で換金率を上げたい場合、これらのサービスを利用すると、お得に現金化できるようになります。

換金率が下がってきた、変わらない、お得さを感じないと思うようになったら、現金化業者を変えていくことも換金率を上げる一つの方法です。

管理ができないくらい数を増やすのは避けたほうが良いですが、初回で転々としていっても、換金率が高く現金化できます。

中には2回目以降もずっと同じ換金率を維持している業者や、2回目以降のリピーター向けにお得な仕組みがあるところがあります。

業者の特徴を見抜く必要がありますが、初回の換金率を狙って現金化するのも裏ワザとして使える方法となります。

相見積もりOKのところを選んで換金率が高い業者を探す

換金率を上げる裏ワザとして、相見積もりOKの現金化業者を選ぶこともできます。

相見積もりとは他社で複数の見積もりをとり、換金率を競わせて、一番高い換金率のところで現金化可能ということです。

現金化業者によっては、現金化した後で高い換金率のところを知っても、後から保証してくれるところもあります。

他社から複数の見積もりをとることは手間にはなりますが、他社への見積金額の提示がしやすく保証にもなりますし、換金率の相場もわかりやすいです。

今後の換金率の相場の理解にもつながります。

現金化する前に、一つ手間を加えることで、よりお得に現金化できるようになります。

時間があるならぜひ取り入れたい方法です。

少額での換金は避けてできるだけまとまった金額を現金化する

クレジットカード現金化業者は、少額よりまとまった金額の現金化をしたほうが、換金率が上がるところがあります。

いずれまとまった金額が必要だったり、今後も現金化を考えるなら、ある程度まとめたほうが換金率は高くなります。

返済の負担は増えてしまいますが、分割払いやリボ払いなどに対応している業者もあるため、必ずしも一括で支払う必要もありません。

少額での現金化は管理しやすいというメリットもありますが、現金化したい金額が少ないと業者側がサービスを付けにくいということがあります。

法人向けや大口の方を優遇している業者もあるため、まとまった金額を現金化して換金率をあげるのも裏ワザです。

クレジットカード現金化の裏ワザとは

クレジットカード現金化を100%で換金したいなら返品処理をする方法があります。

友人たちの立て替えとして、現金を手に入れることも可能です。

クレジットカード現金化を自分でするときの裏ワザとは、売る商品の選定や売る価格にこだわること、業者を通すときは業者側の情報を見逃さないことです。

自分で下調べしたりアンテナを立てたり、時間に余裕がある方が、高い換金率で現金化しやすいかもしれません。

まずはどれくらいの換金率で、急ぐかどうかなどを考えていけたらよいです。


	
		


	



				
			
		
	





	
				検索検索



最近の投稿



	クレジットカード現金化によって起こりうるトラブルとは？
	クレジットカード現金化はどのような方法で利用できるか
	自分自身でクレジットカードの現金化を行うことのポイント







記事一覧



	お問い合わせ
	クレジットカード現金化には裏ワザはあるのか？
	サイトマップ
	プライバシーポリシー









アーカイブ



	2023年12月






カテゴリー



	お金の話






お役立ちリンク

	国民生活センター
	クレジットカード現金化はNG！よくある事例やリスクを解説 ： 三井住友銀行
	クレジットカードのショッピング枠の「現金化」の誘いに注意 | 協会から消費者のみなさまに向けた注意喚起 | 消費者のみなさまへ | 一般社団法人日本クレジット協会

	



		

	




	
		
			
				
				

		


		
			
				
										
											
					
						sparkling											

				

			

			

		
	




		
	




